昔のこと、町内にある円照寺というところでは白蛇が飼われていました。
しかし、年月が経ち、白蛇は成長して住みかとしていた池には収まらなくなってしまいました。

そこで池を改修するまでは、田代滝に白蛇を住まわせることにしたのですが、
その後、池が改修されることはありませんでした。

寺を追い出された白蛇は近くの洞穴に住み着き、人目に付かないよう、娘に姿を変えて牛に乗って生活していたと言います。

しかしある日、そんな光景を近所に住む子供たちにからかわれるようになり、
始めこそは我慢していましたが、とうとう激昂した白蛇は子供たち全員を石化させてしまったのです。

[bookmark: _GoBack]そうして、のちにその滝の近くで狩猟をしていた武士により、白蛇は退治されました。
